
定 例 公 安 委 員 会

日 時：令和５年３月２日 ９時00分～11時10分

出席委員：河合委員・那須委員・下村委員・藤森委員

１ 全体審議（公安委員会会議室）

案件 件 名 担当部 出 席 者

本 部 長
総 務 部 長

「名古屋ウィメンズマラソン2023」等の開催に伴う交 警 務 部 長１ 交通部
生活安全部長通対策等の実施
地 域 部 長

報告 刑 事 部 長
交 通 部 長
警 備 部 長

２ 主要事件の検挙 刑事部 名古屋市警察部長
情報通信部長
警察学校長

２ 個別審議（公安委員執務室）

案件 件 名 担当部 出 席 者

１ 決裁 公安委員会宛文書等の受理（11件）

２ 決裁 警察署協議会委員の辞職及び委嘱 総務部 公安委員会執務官

警察署協議会の委員の委嘱等に関する規程の運用の一
３ 報告

部改正等

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状
４ 報告 警 務 部 長

況等

５ 決定 犯罪被害者等給付金仮給付決定
住民サービス課長

６ 決裁 苦情の調査結果（２件） 警務部

７ 報告 監察案件 首席監察官

８ 裁決 運転免許停止処分に対する審査請求
訟 務 官

９ 裁決 運転者区分決定に対する審査請求（２件）

10 報告 巡回連絡表の紛失 地域部 地域総 務課長

対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する公
11 決裁 警備部 警備総務課長

安委員会への通報

首席聴聞官
12 決定 聴聞等の実施結果・決定 52件 総務部

聴 聞 官



議事の概要

柘植委員長が所用で欠席のため、河合委員が代行を務め議事を進行した。

１ 全体審議

(1) 交通部

「名古屋ウィメンズマラソン2023」等の開催に伴う交通対策等の実施

交通部長から、

「３月12日(日)、『名古屋ウィメンズマラソン2023』『名古屋シティマ

ラソン2023』及び『名古屋ウィメンズホイールチェアマラソン2023』が同

時に開催されることに伴い、交通対策、雑踏警備及び警備諸対策を実施す

る」

旨の報告があった。

委員から、

「かなり長い時間、広範囲にわたり交通規制等を実施するので、大変で

あるが、何事も無いようにお願いしたい。」

旨の発言があった。

(2) 刑事部

主要事件の検挙

刑事部長から、

ブラジル人らによる強盗等事件の検挙概要

について報告があった。

委員から、

「本当に物騒であり、不安に思っている人もたくさんいるので、是非、

全力をあげて捜査してほしい。」

旨の発言があった。



２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（11件）

公安委員会執務官から、

２月27日までに届いた公安委員会宛の文書等11件

について報告があり、公安委員会は、「警察官の言動に関する申出」２件を

警察法79条に規定する苦情として受理し、警察本部長に対して調査を指示す

る旨決裁した。

（2) 警察署協議会委員の辞職及び委嘱

公安委員会執務官から、

警察署協議会委員の辞職及び委嘱

について報告があり、２警察署協議会の委員の辞職及び後任者の委嘱並びに

２警察署の委員の辞職について決裁した。

（3）警察署協議会の委員の委嘱等に関する規程の運用の一部改正等

公安委員会執務官から、

警察署協議会の委員の委嘱等に関する規程の運用の一部改正及び関連す

る通達の廃止

について報告があった。

(4) 岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

警務部長から、

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

について報告があった。

(5) 犯罪被害者等給付金仮給付決定



住民サービス課長から、

重傷病給付金仮給付決定

について説明があり、原案どおり決定した。

(6）苦情の調査結果（２件）

住民サービス課長から、

公安委員会宛の「警察官の言動に関する苦情」２件について、調査結果

の報告並びに申出者に対する通知文案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり決裁した。

（7）監察案件

首席監察官から、

監察案件

について報告があった。

（8）運転免許停止処分に対する審査請求

訟務官から、運転免許停止処分に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに「裁決書案」の提示及び説明

があり、原案どおり裁決した。

(9) 運転者区分決定に対する審査請求（２件）

訟務官から、運転者区分決定に対する審査請求２件について、

請求内容の説明並びに「裁決書案」の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり裁決した。

(10) 巡回連絡表の紛失



地域総務課長から、

巡回連絡表の紛失

について報告があった。

（11）対象重要施設における小型無人機等の飛行に関する公安委員会への通報

警備総務課長から、

重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁止に関する

法律に基づく対象施設における小型無人機等の飛行に関する公安委員会へ

の通報の概要

について説明があり、決裁した。

(12) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官及び聴聞官から、

〇 運転免許取消処分等に関する聴聞等結果 49件

〇 風俗営業の営業停止処分等に関する聴聞結果 ３件

について報告があり、行政処分を決定した。



定 例 公 安 委 員 会

日 時：令和５年３月９日 ９時00分～12時25分
出席委員：柘植委員長・河合委員・那須委員・下村委員・藤森委員
１ 全体審議（公安委員会会議室）

案件 件 名 担当部 出 席 者

本 部 長１ 主要事件の検挙（２件） 刑事部 総 務 課 長
警 務 部 長
生活安全部長２ 交通事故発生状況（令和５年２月末） 交通部 地 域 部 長
刑 事 部 長報告
交 通 部 長行進又は集団示威運動に関する条例の許可申請及び許３ 警 備 部 長可（令和５年２月中） 名古屋市警察部長

警備部 情報通信部長
警察学校長「愛知ものづくりＴＯＰネットワーク」第三回総会の４

開催

２ 個別審議（公安委員執務室）
案件 件 名 担当部 出 席 者

１ 決裁 公安委員会宛文書等の受理（８件） 総務部 公安委員会執務官

２ 報告 人事案件
警 務 部 長

３ 決裁 人事案件

愛知県警察における特定秘密保護法に基づく適正評価
４ 報告 警 務 課 長の実施状況（令和４年中）

５ 報告 監察案件
警務部

６ 報告 令和４年度第４四半期服務監察実施結果
首席監察官

７ 報告 令和４年度業務監察実施結果

８ 報告 令和５年度監察実施計画

９ 裁決 運転者区分決定に対する審査請求（５件）

訟 務 官10 報告 行政訴訟の終了

交通指導課長
11 報告 処分量定の特例適用に関する事務処理 運転免許課長

12 報告 社会的反響のある交通事故事件の送致 交通捜査課長交通部

13 報告 より効果的な交通規制に向けた実験等の実施状況 交通規制課長

運転免許証等の記載事項変更時に押印する愛知県公安
14 報告 運転免許課長委員会小印の印影の印刷化

愛知県警察における特定秘密の保護措置の実施状況
15 報告 警備部 警備総務課長（令和４年中）

首席聴聞官16 決定 聴聞等の実施結果・決定 56件 総務部
聴 聞 官



議事の概要

１ 全体審議

(1) 刑事部

主要事件の検挙（２件）

刑事部長から、

○ 元国土交通省中部地方整備局名古屋港湾事務所長らによる贈収賄事

件の検挙概要

○ 侵入盗を繰り返す被疑者の検挙概要

について報告があった。

委員から、侵入盗を繰り返す被疑者の検挙について、

「侵入盗被疑者を複数検挙したことにより、今後、侵入盗の認知件数の

減少も見込まれるということで、非常に大きな成果だと思う。引き続き、

よろしくお願いしたい。」

旨の発言があった。

(2) 交通部

交通事故発生状況（令和５年２月末）

交通部長から、

「交通事故死者数は、２月中10人で前年同期比プラス２人であった。

２月中の交通死亡事故の主な特徴としては、

〇 高齢者が多発

○ 歩行者が多発

○ 前夜（午後６時から10時の間）で増加

であり、３月中の主な対策は、

○ 高齢者・歩行者・自転車・交差点対策の推進

〇 取締強化旬間の実施（22日（水）から31日（金）まで）

〇 あいちこうあんフェス（ＪＡＦ愛知支部主催）における交通

安全啓発活動



〇 「黄色いワッペン」贈呈式における交通安全教室

○ 白バイの運用

等である。」

旨の報告があった。

委員から、

「いろいろな取組で、今のところ死亡事故を抑えられている。交通部長

からも説明があったように、３月下旬には花見も普通とおりやるようであ

り、人出も増えてくると思う。そういう意味から、現状に満足して緩むこ

となく、引き続き、よろしくお願いしたい。」

旨の発言があった。

（3）行進又は集団示威運動に関する条例の許可申請及び許可（令和５年２月中）

警備部長から、令和５年２月中の行進又は集団示威運動に関する条例の許

可申請及び許可について、

「令和５年２月中、19件の許可申請を受理して、全て許可した。」

旨の報告があった。

(4) 「愛知ものづくりＴＯＰネットワーク」第三回総会の開催

警備部長から、

「３月15日(水)、国内の製造業をリードする先端技術保有企業と設立し

た『愛知ものづくりＴＯＰネットワーク』の第三回総会を開催し、技術情

報の流出のリスクについて強く認識することにより、官民連携の一層の強

化を図る。」

旨の報告があった。

２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（８件）

公安委員会執務官から、



３月３日までに届いた公安委員会宛の文書等８件

について報告があり、決裁した。

（2) 人事案件

警務部長から、

人事案件

について報告があった。

(3) 人事案件

警務部長から、

人事案件

について報告があり、同意した。

(4) 愛知県警察における特定秘密の保護法に基づく適正評価の実施状況（令和

４年中）

警務課長から、

令和４年中の愛知県警察における特定秘密保護法に基づく適正評価の実

施状況

について報告があった。

(5) 監察案件

首席監察官から、

監察案件

について報告があった。

(6）令和４年度第４四半期服務監察実施結果



首席監察官から、

令和４年度第４四半期服務監察実施結果

について報告があった。

（7）令和４年度業務監察実施結果

首席監察官から、

令和４年度における業務監察実施結果

について報告があった。

（8）令和５年度監察実施計画

首席監察官から、

令和５年度における監察実施計画

について報告があった。

(9) 運転者区分決定に対する審査請求（５件）

訟務官から、運転者区分決定に対する審査請求５件について、

請求内容の説明並びに「裁決書案」の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり裁決した。

(10）行政訴訟の終了

訟務官から、

運転免許更新処分取消等請求控訴事件の終了

について報告があった。

（11）処分量定の特例適用に関する事務処理

交通指導課長及び運転免許課長から、



処分量定の特例適用に関する事務処理

について報告があった。

(12) 社会的反響のある交通事故事件の送致

交通捜査課長から、

名古屋高速道路における路線バス横転・炎上による交通死亡事故事件の

送致の概要

について報告があった。

（13）より効果的な交通規制に向けた実験等の実施状況

交通規制課長から、

「信号機や道路標識・標示等については、法令や警察庁の示す仕様によ

って施工されているが、交通規制の効力をより高めるため、県警独自の実

験等を実施等として、

○ ＡＩを用いた交通渋滞対策（令和３年度）

○ 道路狭窄による速度抑制効果の検証（令和４年度）

○ より目立つ横断歩道の検討（令和４年度）

を実施した。」

旨の報告があった。

（14）運転免許証等の記載事項変更時に押印する愛知県公安委員会小印の印影

の印刷化

運転免許課長から、

「現在、運転免許証及び運転経歴証明書の記載事項変更を行う際は、そ

の裏面備考欄に住所や氏名などの変更事項を印刷した上で、朱肉を用いて

愛知県公安委員会小印を押印しているところ、印刷機器の更新に併せ、小

印の印影印刷を行う。」

旨の報告があった。



（15）愛知県警察における特定秘密の保護措置の実施状況（令和４年中）

警備総務課長から、

令和４年中の愛知県警察における特定秘密保護法に基づく保護措置の実

施状況

について報告があった。

(16) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官及び聴聞官から、

〇 運転免許取消処分等に関する聴聞等結果 54件

〇 風俗営業の営業停止処分等に関する聴聞結果 ２件

について報告があり、行政処分を決定した。



定 例 公 安 委 員 会

日 時：令和５年３月16日 ９時00分～12時15分

出席委員：柘植委員長・河合委員・下村委員・藤森委員

１ 全体審議（公安委員会会議室）

案件 件 名 担当部 出 席 者

本 部 長
１ 主要事件の検挙 生活安全部

総 務 部 長

警 務 部 長

生活安全部長
２ 各種映像システムを活用した今後の検挙方策 地域部

地 域 部 長
報告 刑 事 部 長

交 通 部 長
３ 主要事件の検挙 刑事部

警 備 部 長

名古屋市警察部長

情報通信部長
４ 交通部舘ひろし氏を交通安全大使に起用した広報資料の作成 警察学校長

２ 個別審議（公安委員執務室）

案件 件 名 担当部 出 席 者

１ 決裁 公安委員会宛文書等の受理（10件）

２ 決裁 自己情報開示請求に係る決定 総務部 公安委員会執務官

３ 決裁 警察署協議会委員の委嘱

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状
４ 報告 警 務 部 長

況等

５ 決裁 愛知県警察の組織に関する規則の一部改正 警 務 課 長

改正された個人情報の保護に関する法律の施行に伴う
６ 決裁 警務部

愛知県公安委員会規則等関係規定の整備

７ 裁定 犯罪被害者等給付金支給裁定 住民サービス課長

８ 決裁 犯罪被害者等給付金仮給付決定

９ 決裁 苦情の調査結果

次頁へ～



案件 件 名 担当部 出 席 者

10 裁決 運転者区分決定に対する審査請求

放置違反金及び放置違反金に係る延滞金の差押処分に
11 裁決

対する審査請求

12 裁決 延滞金差押予告通知書に対する審査請求 警務部 訟 務 官

13 裁決 点数付加行為に対する審査請求

14 裁決 通知の不作為に対する審査請求

15 決裁 行政訴訟の発生と応訴

指定暴力団六代目山口組等に対する特定抗争指定暴力
16 決裁 刑事部 捜査第四課長

団等に係る指定期限の延長及び官報による告示

17 決裁 愛知県公安委員会事務専決規程の一部改正

18 決裁 愛知県道路交通法施行細則等の一部改正 交通規制課長

交通部
19 決裁 信号機の設置及び交通規制の実施(令和５年度第１次)

20 報告 悪質危険な自転車交通違反の取締り強化 交通指導課長

21 報告 愛知県公安委員会事務の委託（運転免許関係分） 運転免許課長

22 決裁 警察職員等の援助派遣

警備部 警 備 課 長

23 報告 警察職員の援助派遣

運転免許課長

24 決定 聴聞等の実施結果・決定 １件 総務部 首席聴聞官

聴 聞 官



議事の概要

１ 全体審議

（1）生活安全部

主要事件の検挙

生活安全部長から、

リスティング広告を悪用したインターネットショッピング詐欺に係る窃

盗事件の検挙概要

について報告があった。

委員から、

「引き続き捜査して、上位被疑者も検挙してほしいと思う。よろしく

お願いしたい。」

旨の発言があった。

(2) 地域部

各種映像システムを活用した今後の検挙方策

地域部長から、

「令和４年からＰⅢ・ＰＳＷ連携映像システム、緊急走行支援システム

及び１１０番映像通報システムが運用され、現場等のカメラ映像がリアル

タイムに送信されるようになった。これら映像システムを活用し、画像等

の早期入手・手配により、事案認知後「10分以内」の緊急配備等の発令、

検挙件数向上を目指す。」

旨の報告があった。

委員から、

「現場が正確に把握できる非常に良いシステムだと思う。」

旨の発言があった。

(3) 刑事部



主要事件の検挙

刑事部長から、

中区栄四丁目地内所在飲食店に対する威力業務妨害被疑者の検挙概要

について報告があった。

委員から、

「犯人を捕まえられたからよかったが、捕まらないと店の風評被害が続

きかねない。良かったと思います。」

旨の発言があった。

(4) 交通部

舘ひろし氏を交通安全大使に起用した広報資料の作成

交通部長から、

「令和５年度の交通安全大使に愛知県出身の俳優の舘ひろし氏を起用し

て、交通安全啓発広報資料（ポスター等）を作成し、県内各地に掲出や配

布することで県民の交通安全意識の高揚を図る。」

旨の報告があった。

２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（10件）

公安委員会執務官から、

３月10日までに届いた公安委員会宛の文書等（10件）の受理

について報告があり、決裁した。

(2) 自己情報開示請求に係る決定

公安委員会執務官から、

公安委員会宛の自己情報開示請求に係る決定案

について説明があり、原案どおり決定した。



(3) 警察署協議会委員の委嘱

公安委員会執務官から、

警察署協議会委員の委嘱

について報告があり、決裁した。

(4) 岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

警務部長から、

岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況等

について報告があった。

委員から

「可能な限り早期に結果を出せるよう努められたい。」

旨の発言があった。

(5）愛知県警察の組織に関する規則の一部改正

警務課次長から、

「令和５年度春季組織改正等に伴い、愛知県警察の組織に関する規則に

ついて必要な改正を行う。」

旨の説明があり、決裁した。

（6）改正された個人情報の保護に関する法律の施行に伴う愛知県公安委員会規

則等関係規定の整備

住民サービス課長から、

「令和３年５月に個人情報の保護に関する法律の一部が改正されたこと

により、これまで同法の適用を受けなかった地方公共団体も、本年４月１

日から適用対象となる。これに伴い、法律の規定に基づく新たな条例が施

行されることから、関係する公安委員会規則等について、所要の改正等を



行う。」

旨の説明があり、決裁した。

（7）犯罪被害者等給付金支給裁定

住民サービス課長から、

重傷病給付金支給裁定

について説明があり、原案どおり裁定した。

(8) 犯罪被害者等給付金仮給付決定

住民サービス課長から、

重傷病給付金仮給付決定

について説明があり、原案どおり決定した。

(9) 苦情の調査結果

住民サービス課長から、

公安委員会宛の「警察官の言動に関する苦情」について、調査結果の報

告並びに申出者に対する通知文案の提示及び説明

があり、いずれも原案どおり決裁した。

（10）運転者区分決定に対する審査請求

訟務官から、運転者区分決定に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに「裁決書案」の提示及び説明

があり、原案どおり裁決した。

(11) 放置違反金及び放置違反金に係る延滞金の差押処分に対する審査請求

訟務官から、放置違反金及び放置違反金に係る延滞金の差押処分に対する



審査請求について、

請求内容の説明並びに「裁決書案」の提示及び説明

があり、原案どおり裁決した。

（12) 延滞金差押予告通知書に対する審査請求

訟務官から、延滞金差押予告通知書に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに「裁決書案」の提示及び説明

があり、原案どおり裁決した。

(13) 点数付加行為に対する審査請求

訟務官から、点数付加行為に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに「裁決書案」の提示及び説明

があり、原案どおり裁決した。

(14) 通知の不作為に対する審査請求

訟務官から、通知の不作為に対する審査請求について、

請求内容の説明並びに「裁決書案」の提示及び説明

があり、原案どおり裁決した。

(15）行政訴訟の発生と応訴

訟務官から、

運転免許更新処分取消請求控訴事件の発生と応訴方針

について説明があり、決裁した。

(16) 指定暴力団六代目山口組等に対する特定抗争指定暴力団等に係る指定期限

の延長及び官報による告示



捜査第四課長から、

「指定暴力団六代目山口組等については、抗争が終結したと認められな

いなどの理由から、特定抗争指定暴力団等として指定する期限を延長し、

その旨を官報公示する。」

旨の説明があり、決裁した。

(17) 愛知県公安委員会事務専決規程等の一部改正

交通規制課長から、

「令和５年４月１日に施行される道路交通法の一部を改正する法律によ

り、遠隔操作型小型車に係る公安委員会への届出制度及び公安委員会によ

る特定自動運行の許可制度が新設されることに伴い、同届出、許可制度等

の事務の一部について本部長専決事項に追加するとともに、追加した事務

を各専決事務とする。」

旨の説明があり、決裁した。

(18) 愛知県道路交通法施行細則の一部改正

交通規制課長から、

「令和５年４月１日に施行される道路交通法の一部を改正する法律によ

り、遠隔操作型小型車に係る公安委員会への届出制度及び公安委員会によ

る特定自動運行の許可制度の新設等に伴い、愛知県道路交通法施行細則等

の一部を改正する。」

旨の説明があり、決裁した。

(19) 信号機の設置及び交通規制の実施(令和５年度第１次)

交通規制課長から、

「令和５年度第１次分として４基の信号機を設置し、15基を廃止する。

これに伴い、横断歩道、一時停止等の交通規制を実施する。」

旨の説明があり、決裁した。



(20) 悪質危険な自転車交通違反の取締り強化

交通指導課長から、

「自転車による人身事故件数は、年々減少傾向であるものの、全人身事

故に占める構成率は微増傾向となっている。交通指導課では、名古屋地方

検察庁と協議を重ね、交通事故に直結する悪質危険な自転車による交通違

反（信号無視・一時不停止）にかかる取締りを強化することにより、自転

車による交通事故の抑止を図る。」

旨の報告があった。

(21) 愛知県公安委員会事務の委託（運転免許関係分）

運転免許課長から、

「愛知県公安委員会事務のうち、更新通知、高齢者講習等通知、運転技

能検査等の11業務について、道路交通法の規定に基づき外部機関に業務を

委託し、業務の合理化を図る。」

旨の報告があった。

(22) 警察職員等の援助派遣

警備課長から、

「広島県公安委員会から本県公安委員会に対して、警察法第60条第１項

の規定に基づく警察職員等の援助要求があり、所要の警察職員等を派遣し

たい。」

旨の説明があり、決裁した。

(23) 警察職員の援助派遣

警備課長から、

「福井県公安委員会、福島県公安委員会及び長野県公安委員会から本県

公安委員会に対して、警察法第60条第１項の規定に基づく警察職員の援助

要求があり、本部長専決として所要の警察職員を派遣する。」

旨の報告があった。



(24) 聴聞等の実施結果・決定

運転免許課長から、

運転免許取消処分等に関する聴聞等結果 １件

について報告があり、行政処分を決定した。



定 例 公 安 委 員 会

日 時：令和５年３月30日 ９時00分～11時15分

出席委員：柘植委員長・河合委員・那須委員・下村委員・藤森委員

１ 全体審議（公安委員会会議室）

案件 件 名 担当部 出 席 者

本 部 長
総 務 部 長１ 警 務 部愛知県犯罪被害者支援総合サイトの構築
警 務 部 長

生活安全部長

地 域 部 長
報告 刑事部２ 主要事件の発生・検挙 刑 事 部 長

交 通 部 長

警 備 部 長

名古屋市警察部長
３ ４月の行事予定［書面報告］ 警務部

情報通信部長

警察学校長

２ 個別審議（公安委員執務室）

案件 件 名 担当部 出 席 者

１ 決裁 公安委員会宛文書等の受理（８件） 公安委員会執務官

総務部
２ 報告 令和４年度愛知県警察会計監査の実施結果 監 査 官

総 務 部 長
岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状

３ 報告
況等 警務部 警 務 部 長

４ 報告 愛知県警察障害者活躍推進計画の策定 警 務 課 長

ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づく命令
５ 報告 生活安全部 人身安全対策課長

等の実施結果

６ 報告 特例電動キックボードのシェアリング事業の開始 交通部 交通総務課長

首席聴聞官
７ 決定 聴聞等の実施結果・決定 37件 総務部

聴 聞 官



議事の概要

１ 全体審議

(1) 警務部

愛知県犯罪被害者支援総合サイトの構築

警務部長から

「犯罪被害者等に対する支援施策を有する機関・団体が開設しているホ

ームページの多くが、自機関等の施策の説明に終始していることが多く、

犯罪被害者等が求める支援施策を有した機関・団体を探し出すのに多大な

労力を必要とすることから、早期支援団体である（公社）被害者サポート

センターあいちに業務委託をして、愛知県犯罪被害者支援総合サイトを構

築、運用を３月31日から開始する。」

旨の報告があった。

委員から、

「大変良いものを作られたという印象であり、ぜひ活用してほしい。」

旨の発言があった。

また、委員から、

「県警、県、各市町村など、いろいろなホームページにリンクを貼って

もらうなど、最初の周知が肝心だと思う。」

旨の発言があった。

(2) 刑事部

主要事件の発生・検挙

刑事部長から、

安城市新田町地内における人質立てこもり事件被疑者の検挙概要

について報告があった。

委員から、



「非常に短時間で手際よく解決できて良かった、ご苦労さまでした。」

旨の発言があった。

(3) ４月の行事予定（書面報告）

警務部から、

４月の行事予定

について書面報告があった。

２ 個別審議

(1) 公安委員会宛文書等の受理（８件）

公安委員会執務官から、

３月24日までに届いた公安委員会宛の文書等（８件）の受理

について報告があり、決裁した。

(2) 令和４年度愛知県警察会計監査の実施結果

監査官から

令和４年６月13日から令和５年２月28日までの間に実施された令和４年

度愛知県警察会計監査の実施結果

について報告があった。

(3) 岡崎警察署における被留置者の死亡事案に係る調査状況

総務部長及び警務部長から、

岡崎警察署における被留置者死亡事案に係る調査状況等

について報告があった。

委員から、

「遺族対応を丁寧に続けてもらいたい。」



旨の発言があった。

(4) 愛知県警察障害者活躍推進計画の策定

警務課長から、愛知県警察障害者活躍推進計画の策定について

「障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和35年法律第123号）に基づ

き、４月１日から今後３年間における取組計画を定め、障害者である職員

の雇用を継続的に推進するとともに、採用した職員の活躍のための各種取

組を推進していく。」

旨の報告があった。

(5) ストーカー行為等の規制に関する法律に基づく命令等の実施結果

人身安全対策課長から、ストーカー行為等の規則等に関する法律に基づく

命令等の実施について、

「令和５年２月中、粗野又は乱暴な言動、押し掛け等を理由に４件の緊

急禁止命令等を実施した。また、押し掛け、面会等要求等を理由に10件の

警告を実施した。」

旨の報告があった。

(6) 特例電動キックボードのシェアリング事業の開始

交通総務課長から、

「令和５年４月１日から同年６月30日までの間、名古屋市内において、

県下初となる産業競争力強化法に基づく特例措置が適用される電動キック

ボードのシェアリング事業が開始されることから、事業者と連携した広報

啓発活動及び重大違反に対する指導取締りを推進していく。」

旨の報告があった。

委員から、

「便利な反面、極めて危険性が高いと思う。取締りに留意してほしい。」

旨の発言があった。



(7) 聴聞等の実施結果・決定

首席聴聞官及び聴聞官から、

〇 運転免許取消処分等に関する聴聞等結果 33件

〇 風俗営業等の営業停止処分に関する聴聞結果 ４件

について報告があり、行政処分を決定した。
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